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＜あらまし＞ 絵画鑑賞の発達段階理論を援用し，バラエティ番組の視聴・分析スキルを五

段階にモデル化した．芸術学部学生に事前テストを行い，回答内容とコメントを検証した結

果，段階 1〜2 から 2〜3 へ向かう思考変化と視聴態度の転換が確認され，モデルの妥当性

と教育的有用性が推測された． 
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1.はじめに（背景・問題意識） 

 バラエティ番組演出の技能向上には既存

番組の研究が有効だが，完成映像から演出

意図を読むには視聴者ではなく制作者の視

点が要る．この分析力は暗黙知に根差すた

め，制作経験の浅い学習者は同じ番組を見

ても学習機会を逃しやすい．思考的スキャ

フォールディングで経験不足を補えば，若

手制作者や制作者志望者も既存番組を教材

に演出技能を伸ばせる可能性がある．既存

研究ではテロップの機能変化を示した森川

（2020）や演出要素 40 項目を定量化した古

閑（2013）などの研究があるものの，番組を

教材化し演出技法を自作に応用できる分析

フレームを体系化した事例は見当たらない． 

 本研究では，絵画鑑賞の発達段階理論を

援用し，バラエティ番組分析に適用可能な

「番組分析の発達段階モデル」（段階 1-5）

を提示する．あわせて大学芸術学部放送学

科における事前テスト結果を報告し，モデ

ルの妥当性を初歩的に検証する． 
 

2.先行研究 

Parsons (1996)は美的理解を「お気に入り

→美とリアリズム→表出力→様式とフォル

ム→自律性」の 5 段階とし，好き嫌いから

独自批評へ深化すると説いた．Housen 

(1983)は鑑賞思考を「記述→構成→分類→

解釈→再創造」の 5 段階とし，表層観察か

ら意味再生成へ発達するとした．両者は

「鑑賞者がどのように情報をとらえ，意味

づけ，再解釈するか」という発達的プロセ

スで共通しており，ファインアート以外の

芸術作品への応用可能性を持っている．映

像教育には対応理論が乏しく，本研究はそ

の枠組みを番組視聴分析に応用し段階を可

視化する試みである． 
 

3.研究目的 

本研究の目的として以下の 3 点を設定し

た. １．絵画鑑賞の発達理論を基盤に バラ

エティ番組分析の発達段階モデル（Level 1–

5） を構築する．２．モデルの有用性を探索

的に検討するため，大学生を対象とした事

前テストの結果・感想を分析する．３．今後

の授業設計に向けて，モデルを支援するス

キャフォールディング（分析フレームワー

ク）開発の方向性を示す. 
 

4.「番組分析の発達段階モデル」の提案 

Parsons や Housen の発達段階モデルを参

考に，番組分析における視聴者レベルから

制作者レベルまでの発達段階を 5 つに整理

して図に示す（図１）．段階 1 は番組が伝え

る内容を楽しむ視聴態度であり，伝え方に

は意識が向かない．段階 2 は番組のテロッ

プやナレーションなど，演出対象となる番

組構成要素を理解し，意識して着目できる．

段階 3 はテロップの大きさ・色・位置・動

き・音効などがどう演出されたかの内容を

具体的に捉えられる．段階 4 は施された演

出内容を「緊張感が表現されて印象に残っ

た」「愉快さが増して笑えるようになった」

など視聴体験に与える効果と紐づけられる．

段階 5 は「黄色と黒の警戒色であるため緊

迫感を抱いた」など演出内容が演出効果を
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発揮する背景や理由を論理的に一般化し，

他番組制作にも応用できる形で抽出できる． 

 
図 1.番組分析の発達段階モデルの提案 

この発達段階に沿った分析力向上を目標

とし，スキャフォールディングとなる授業

設計やフレームワーク設計を行っていく．

授業での学習到達度評価においても，この

５つの段階でどれだけ向上できたかと紐付

けながら評価基準を整備していく． 
 

5.研究方法 

5.1.対象授業 

日本大学芸術学部「放送作品研究Ⅻ」（15 

回・2〜4 年生選択，受講者 12名程）を対

象とする． 

5.2.事前テスト（予備調査） 

 ガイダンス後に以下のテストを行い，リ

アクションペーパーを質的に分類し，学習

者の気付きと課題を抽出した． 

・課題 1（番組分析テスト）：地上波放送バ

ラエティ番組の一部を視聴し，(A)演出要

素,(B)演出内容,(C)演出効果のセットをで

きるだけ多く自由記述する．映像はGoogle 

Classroom 上にアップロードし，学習者は

各々の端末とイヤホンを用いて再生・停

止・繰り返しなど自由に操作しながら視聴． 

・課題 2（企画演出テスト）：想定番組の担

当ディレクターとして，同様に (A)(B)(C) 

を 30 分でできるだけ多く記述する． 

5.3.分析方針 

 以下の要素から学生の現状を分析する． 

(1) 回答総数，(2) 要素の種類，(3) 効果の具

体度等を計数化し，番組分析段階との対応

を検討．(4) テスト実施時のリアクションペ

ーパー内容を質的に分類し，学習者の気づ

きと課題を抽出する． 
 

6.事前テストの結果  

 事前テストの結果は以下の通りとなった． 

・回答数：課題 1平均 7.18個， 

課題 2平均 6.375個． 

・リアクションペーパーの質的所見 

①視聴視点の偏り認知，②要素‐効果を結

ぶ思考の芽生え，③理論的理解への期待感

が確認された．典型例を表１に示す． 

 
表 1.事前テスト後のリアクションペーパー抜粋 

7.考察  

以上を鑑みて以下の３点を推察した． 

・モデル妥当性：コメント分析から，段階 1
〜2 から段階 2〜3 への移行に対応する思

考の変化が確認でき，モデルの説明力を支

持する初期的エビデンスとなった． 

・教育的含意：番組視聴を“学び”に変換す

るためには，視点を固定化するスキャフォ

ールディングが有効であると考えられる． 

・限界：対象人数が少なく定量指標は暫定値

である．中間テスト・事後テスト，授業実

践を通じた縦断的検証が必要である． 
 

8.今後の計画  

番組分析のスキーマを内在化させるため

番組分析フレームワーク（ワークシート版）

を設計し，段階モデルと紐付けた授業を 

2025 年 4〜7月期に実施．本研究では①ガイ

ダンス→②事前テストまでが範囲であり，

続いて③段階2〜3に対応する演出要素講義

→④中間テスト→⑤段階 4 に対応する演出

効果講義→⑥段階 5 に対応する心理学等の

理論講義→⑦事後テストの順に実施する． 
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